
様式１（高等学校）【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●学力の向上 B B B
教務主任
進路指導主事

B B B

教務主任
特活指導主任
工務部代表
図書主任

B A B
教育相談
生徒指導主事

B B B
教務主任
各学年主任

●健康・体つくり B B B 保健厚生主事

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B B 管理職

●特別支援教育の充実 B B B 教育相談

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 こ

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

○特別支援教育に関する教員の専門性と意識
の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上したと
回答した教員80％以上

・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、関係者間での情報共有

・「発達障害児の理解と具体的な支援に関する
職員研修会」は11月に実施予定。
・ケース会議を開き、組織的に生徒の支援にあ
たった。

・「発達障害児の理解と具体的な支援に関する研
修会」を11月に実施し、職員の知識と生徒理解の
向上を図った。
・ケース会議を開き、組織的に生徒の支援にあたっ
た。

・今後も職員への発信をお願いします。
・生徒の個性に応じた対応をお願いします。

・さらなる意識向上のための取り組みをお願いし
たい。
・部活動で培った経験や意識が今後に役立つの
で、これからも充実させてもらいたい。

・「朝の読書」を利用し、各学期に「佐賀語り」を
読む週間を設ける。
・本校卒業生の会社経営者、地元佐賀・唐津に
密着された文化・芸能などの人材を活用した講
演会を実施する。

・６月中旬、10月中旬の２週間は、『佐賀語り』
を活用した「佐賀を学ぶ週間」を設定した。３学
期も設定予定。
・12月中旬には「さがを誇りに思う教育推進事
業」として、本校卒業生で、現在はトヨテツ福岡
㈱の取締役社長による講演会を予定している。

・「佐賀語り」を活用した佐賀を学ぶ週間では、佐
賀・唐津の歴史や文化を再発見できた。
・「さがを誇りに思う教育推進事業」での講演会で
は、本校卒業生を講師に迎え、母校と地元唐津へ
の愛着と誇りを再認識することができた。
・アンケートでは、「佐賀県に誇りや愛着を感じる」と
回答した生徒は目標数値以上の結果だった。

・地元愛の育成のための取り組みがなされてい
ると思います。
・本校卒業生の講演会へ参加させて頂きまし
て、ありがとうございました。講演者を探すのが
大変でしょうが、続けて欲しいと思います。
・地元志向が上がるような取り組みをお願いしま
す。

６　総合評価・

　　次年度への展望

・基礎学力の向上のために行っている「数学会」や各種小テストを定期的に実施し、生徒の授業における理解度の向上に貢献できた。生徒の希望進路実現のため、これからも継続して取り組んでいきたい。
・生徒指導面では、一部の生徒に見られる基本的生活習慣や公共心の不足が引き続き課題であり、各科・各学年が連携しながら組織的な指導に努めた。本校独自の取り組みである「ヒューマントレーニング」については、日常の学校生活の中で道徳心やマナーを育む効果が
徐々に定着してきており、今後も活動の質を高めながら継続的に取り組んでいきたい。
・校内の環境美化や地域での奉仕活動等を通して、ボランティア精神を学ぶとともに、安全安心な学習環境を整備する活動を継続していきたい。
・「部活動等による人づくり」を掲げ、部活動を活性化させるために１年生に入部を促進してきたが、入部率は昨年よりも低かった。入部率低下の要因を分析し、各部の魅力発信や体験機会の充実を図ることで、次年度は入部意欲の向上につなげたい。
・各科の特色を生かした、ものづくりによる「地域連携・地域貢献活動」を積極的に行った。今後もものづくりを通して地域に貢献するとともに、職業人としての倫理観を養い、社会に必要とされる技術の習得を目指す。

・地域からのものづくり依頼に積極的に関わり
贈呈していくことを通して、生徒たちの達成感と
自己肯定感を高めるとともに、工業教育の魅力
を地域に知ってもらう機会となっている。
・体験入学に参加した中学生は160名で昨年よ
り増加した。アンケートの結果、84％が進路の
決定に大変参考になったと回答があり、昨年よ
り3.4％上昇した。

B

・４科合同で地域のイベントに積極的に参加し、
学校紹介の中でのものづくり体験を通して、地
域活動への協力・協働を進めるとともに、地域
に本校を広く知ってもらう契機となった。
・本校を中学校に勧めることができる生徒の割
合65％。教職員の割合86.0％だった。

A

・鬼塚中学校でも大変ありがたく思っています。
・地域の評判も良く、知名度アップにもつながる
と思うので、頑張って欲しい。
・地域連携を通して、これからも自主性を高めて
いってもらいたい。
・各地域や個々の問題があり、座談等により関
わりを深めることも大切と思われる。

管理職
工務部代表

○地域連携活動

○地域活動への協力・協働・参加
★ものづくりによる「地域連携・地域貢献活動」
を通した人づくり
○相互間の信頼関係の構築
★本校の特色や魅力を中学生や保護者に発信
する。

○唐津地区のイベント等に可能な限り、参加・協
力する。
★各科の特徴を生かす。
★自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合75％以上。教職員の割合75％以上
★県外からの入学者数３人以上

・各科の特徴を生かした地域連携・地域貢献活
動に参加・協力する。日頃の学習成果を試す
場、確認する場とし、生徒たちの達成感と自己
肯定感を高めるとともに、工業教育の魅力を地
域に知ってもらう機会とする。
・ハイスクールテクノフェスタやハイスクールウェ
ビナー、高校進学説明会、体験入学などいろん
な機会を通してPRする。

B

特活指導主任○特別活動

○部活動等による人づくり ○１年生の部活動入部率80％を目指す。
〇部室等の公共施設の利用を通し、マナーやモ
ラルの向上を身に付ける。

・部活動を活性化させるため、入部を促進し部
活動による人づくりを図る。また、顧問のできる
限りの指導を通し、部活動による達成感を得る
ようにする。
・学期末ごとに、部室点検を行い、部室の整理
整頓を頻繁に行う。

B

・全校での入部率64.9％と昨年（72.8％）と比較
してもかなり低い割合となっている。各部活動
の活性化と充実した運営が必要である。
・定期考査ごとに部室の掃除を促している。部
室の破損も目立ち、正しい使い方を各部に求
めたい。

B

・最近は部活動入部者が減少しており、学校活性
化のためには、顧問の充実と部活動の活性化につ
いて考えていく必要がある。
・鍵の施錠と部室清掃を促したが、部顧問の責任
のもと積極的に行ってもらいたい。そのためにも、
今後は部顧問会を適宜行っていきたい。

B

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

・基礎学力の向上のために行っている「数学会」
(学び直しの時間)や各種小テスト（基礎学力の
定着）を定期的に実施し、長期休業中には各教
科の課題に取り組むことで「学び」を継続する。
・生徒の状況等に応じて、「学び」をとめないため
に、リモート授業の実施に取り組む。
・生徒一人ひとりが自らの将来について考え、希
望する進路が実現できるよう、生徒・保護者の
進路希望を踏まえたうえで個々に応じた学習指
導や進路相談、適切な情報を提供する。

・「数学会」は計画通り１学期末まで実施した。各種
小テストも計画通り進み、２学期末までの実施予定
である。長期休業中には各教科とも課題を示し、２
学期への「学び」につなげた。
・感染症等を理由としたリモート授業は展開するこ
となく、対面授業による「学び」を展開できている。
・生徒一人ひとりの進路希望に応じた指導とICTを
活用した情報提供ができた。就職希望者の一次試
験内定率92.1%。未内定者については12月中旬ま
での内定を目標に継続指導をしている。進学希望
者の合否は12月以降判明する。

・「数学会」(１学期)、各種小テスト(１・２学期）、
長期休業中の各教科の課題等に取り組み、
「学び」の意識が継続できた。また、基礎学力
の定着が見られ、授業における理解度の向上
にも貢献できた。
・生徒一人ひとりの希望する進路が実現できる
よう、個々に応じた学習指導や進路相談ができ
た。適切な情報提供もできた。就職内定率
100％、進学合格率89.7％となった。

・生徒の進路保障に向け、工夫しながら取り組
みをされていると思います。
・今後の進路選択が有利になるよう、学力向上
を図ってもらいたい。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職員１人当たり
の年次休暇の取得日数14日以上

・定時退勤推進日（毎週月曜日）と完全退勤日
（月１回）を設定し、業務量の平準化と業務効率
化の推進（会議時間の設定、資料の事前配付・
ペーパレス化等）を図る。

･業務の効率化および教職員の働き方改革の推進
を図るため、いじめ・体罰等調査や職員会議資料
等のペーパレス化を継続して実施している。
・会議運営においては、議題を精査し、協議事項と
連絡事項を明確に区分することで、会議時間の短
縮に努めている。必要に応じて資料配付のみとす
るケースも取り入れ、業務の簡素化を図っている。

・業務効率化を推進し、昨年度よりも時間外在校等
時間を減少することができた。職員の年次休暇の
平均取得日数も14日以上を達成することができ
た。
・行事によっては一部の職員が業務過多となり、業
務量の平準化はできず、次年度に向けての課題と
したい。

・一朝一夕には解決できないと思いますが、努
力はされていると思います。
・引き続き取り組みをお願いします。

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成
○自らの健康に気を付け、問題を改善しようと
する態度や実践力の育成

●「健康に良い食事をしている」生徒80％以上
〇「食事が健康に与える影響」を理解している生
徒80％以上
○朝食をとって登校する生徒80％以上
○健康診断後の受診率の向上を図る。（受診率
20％以上を目指す）
〇学校感染症による出席停止率を20％以下に
する。
〇スマートフォンが心身に与える影響を理解さ
せる。

・食に関する意識調査、健康状況調査を実施
し、健康に関する意識付けを行う。
・保健だよりや掲示物等を活用し、健康に関する
情報に触れる機会を設け、心身の健康を保持
増進するための態度を養う。
・担任・部活動の顧問と連携し、異常があれば
改善・回復するための行動が取れるようにする。
・ゲーム依存、ネット依存に関する指導を、年３
回以上実施する。

・保健だよりを定期的に発行し、健康と掃除に
に関する意識づけを行っている。特に、食育に
力を入れるべく、コーナーを設けている。
・学校感染症については、教室の対角線の窓
を開けることの必要性を生徒保健委員会で実
験によって理解させ、文化祭で伝えた。
・ゲーム依存、ネット依存をテーマに、全体に話
をすることができた。現段階で２回行っている。

・生活習慣アンケートを実施し、「朝食をとって登校
している」生徒が83%という結果が出た。
・健康診断後、受診報告を提出した生徒は視力
11.1%、歯科9.0%と低い結果であったが、アンケート
によると過半数の生徒が受診したと回答した。
・文化祭の保健委員の発表で換気を取り上げ、換
気の重要性を伝えることができた。感染症による出
席停止率を20%以下にすることができた。
・スマートフォンが心身に与える影響については、
総会時や保健だよりなどを利用して指導を行うこと
ができた。

・各種お便り等で啓発活動を推進されていると
思います。
・引き続き取り組みをお願いします。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取り組
みの充実

○いじめ問題の早期発見のためのアンケートを
年間５回実施する。
○いじめ問題が発生しないための環境づくりと
啓発に取り組む。
〇いじめを発見した際は、各部署と連携を図り
ながら組織的かつ迅速に対応する。
〇規範意識や道徳心の向上のため、本校独自
の取り組みである「ヒューマントレーニング」を年
間13回行い、公共モラルやSNSの問題等に真摯
に向き合い、自ら考えて行動できるようにする。

・いじめアンケート実施後、１週間以内に担任や
副担任を中心に生徒との面談を行い、生徒の変
化を見逃さないよう連携を図る。
・複数担任によるホームルームや各学年団によ
る昼休みの校内巡視、登下校時の校外指導を
毎週２回行う。
・いじめ・暴力行為の防止と早期発見及び迅速
な対応を組織的に行い、すべての生徒が安心し
て学校生活が送れるようにする。
・「地域連携・貢献」活動に積極的に参加し他者
に対する思いやりの心や社会性、倫理観や正
義感、感動する心などを醸成する。

・学校生活アンケートを実施し、いじめの早期
発見に繋げることができた。
・いじめ問題に関する職員研修を９月に実施
し、組織的に対応する大切さを共有した。
・SOSの出し方教育講演会を実施し、生徒たち
が自身の命や心を大切にするよう伝えた。
・ヒューマントレーニングは計画通り、年間13回
を計画し、実施中である。道徳的価値を含んだ
様々なテーマについて、生徒たちが多角的に
考え、自己を見つめ直す良い機会となってい
る。

・ 担任と副担任複数によるホームルームや各
学年団による昼休みの校内巡視、学校生活ア
ンケートの実施とアンケート後の面談を通じて、
いじめ・暴力行為の防止と早期発見に努めた。
また各問題に対して迅速な対応ができた。
・ ヒューマントレーニングを通して、公共モラル
やSNSの問題等に対して、自分の考えに向き
合い、表現することができた。

・早期発見、早期解決のための努力はしっかり
なされていると思います。
・女子生徒数が少ない状況において、女子生徒
間の人間関係に、いじめや仲間外れ等の問題
が生じていないか、適切に把握していただきた
いと思います。
・一人ひとりに応じたきめ細かい対応をお願いし
ます。

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価

●心の教育

●自他の生命を尊重する心、他者への思いやり
や社会性、倫理観や正義感、感動する心、工業
高校生としての自覚など、豊かな心を身に付け
る教育活動

〇地元唐津における唯一の工業高校生として
の自覚を持ち、自身の学校に誇りを持てる生徒
の割合を75％以上目指す。
○ものづくりによる「地域連携･地域貢献活動」を
通して、ものづくりの魅力を理解し安全面に配慮
できる、豊かな心を身に付けることを目指す。

・身に付けた技術・技能を地域に還元するため
に、地域のふれあい祭りなどに意欲的に取り組
む。
・体験入学や学校説明会、ハイスクールウェビ
ナーなどを通して工業高校生の特長を情報発信
する。
・「地域連携・地域貢献」活動に積極的に参加し
自己肯定感や他者に対する思いやりの心、社
会性、倫理観や正義感、感動する心などを醸成
する。

・４科合同で地元小学校においてものづくり工作体
験を通して小学生と交流した。また、玄海町次世代
エネルギーパークにおいて学校紹介、各科紹介や
生徒作品展示に加え工作体験コーナーを展開し、
多くの来場者で賑わい、本校の教育活動をPRする
良い機会となった。
・中学生向けの学校説明会は、１学期10校・２学期
９校実施し、四科の特長について情報発信すること
ができた。また、県主催の高校進学説明会では、
例年より多くの中学生・保護者への有意義な個別
説明会になった。

・４科合同での精力的な学校紹介や各科紹介
を通して、生徒作品展示や体験コーナーを実施
した。多くの来場者と触れ合う機会を通して、も
のづくりの面白さとやりがい、他者に対する思
いやりの心などを醸成できた。
・学校説明会は年間を通して、唐津市・玄海町
内の中学校19校で実施した。また、４科の特長
と部活動紹介の学校PR動画は好評で、本校の
魅力発信につながった。

最終評価 学校関係者評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○基礎学力の定着と夢の実現
（志を高める教育）

◎生徒に確かな基礎学力を身に付けさせ、進路
実現100％を達成する。

・積極的に地域に出かけ、外部の方々と接する
ことで心の教育の推進につなげてもらっていま
す。
・地域への貢献活動について、新聞等でその取
り組みを拝見いたしました。今後も続けて欲しい
と思います。
・学校の特色を生かした活動をこれからもお願
いします。

〇ふるさと佐賀への思いと地元唐津を愛する心
を醸成するための教育活動

〇アンケート「佐賀県に誇りや愛着を感じる・ど
ちらかというと感じる」と回答した生徒75％以上
を目指す。
〇郷土の人材を活用した講演会等、年間１回以
上を取り組む。

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

○唐津の地域に根ざし、これからの時代に必要とされる工業教育の実践に取り組み、工業界や地域社会の発展に貢献できる、広い視野を持っ

た人材を育成する。

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立唐津工業高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・生徒の多様化や自然環境の変化、災害等へ対応するため、ICT機器を積極的に活用し、オンラインによる集会や講演会・授業等がスムーズに実施できた。次年度も定期的に研修会を計画し、技術の向上に努めていきたい。

・数学会や各種小テストによる基礎学力向上への取り組みは、生徒の進路目標に関わるため、これからも継続して取り組んでいきたい。

・生徒指導面では生徒のモラルの低下が懸念されており、各科と各学年の連携を密にしながら、全職員で組織的に指導に当たった。本校独自の取り組みである「ヒューマントレーニング」の教育的効果は、道徳心の育成やマナーの醸成に繋がっており、さらなる向上を目指し実践し

続けたい。

・校内の環境美化を徹底し、整理整頓を心掛けさせることで落ち着いた学習環境をつくり出していきたい。

・ものづくりによる「地域連携・地域貢献活動」を積極的に行った。これからもものづくりを通して地域に貢献するとともに、職業人としての倫理観を養い、社会人に必要とされる技術の習得を目指す。

４　本年度の重点目標

①　全ての生徒が安心して学習でき安全に生活できる学校

②　生徒に夢を持たせ夢を育み夢の実現に向けて歩ませ全力でサポートする学校

③　地域に根ざし保護者や地域との協力連携を深め信頼される学校

④　生徒は真剣な態度で授業を受け教師は分かる授業を実践する学校

⑤　必要な常識・規範意識・道徳心・基礎的な知識・技術を身につけさせる学校

１　「ものづくりによる人づくり」「部活動等に

よる人づくり」の経営ビジョンを掲げ、ものづく

りに関心があり、生徒会活動や部活動において実

績があり、リーダーシップを発揮できる生徒。

２　向上心があり、ルールやマナーを守る規範意

識を身につけ、また、思いやりの心を持ち、仲間

と協力して高校生活を過ごせる生徒。

１　ものづくりマイスターによる指導など実践的

な技術教育に取り組む。

２　進路実現のための資格取得を推奨し、ジュニ

アマイスターの育成に取り組む。

３　規範意識の向上を目指し、全校生徒による地

域貢献やボランティア活動を実践する。

１　地域に根ざし必要とされる学校。学習により

身につけた技術・技能を地域に還元することで成

果を確認し自信につなげる。

２　佐賀に誇りを持ち、地域の課題解決に取り組

み、産業や伝統芸能を支え、地域に貢献する人材

を育成する。

３　規範意識や社会性を身につけ、職業人として

必要な資質や態度を育成する。


